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ＧＬＰ　八千代Ⅴ　完成

設計コンセプト

快適性を意識した空間デザイン

既存物件の建て替えプロジェクト

日本ＧＬＰ株式会社
代表取締役社長　帖佐　義之

（７） （第３種郵便物認可）２０２５年　（令和７年）　４月２１日　（月曜日）

庫内（５階）

トラックバース・庫内

■工事件名：ＧＬＰ　八千代Ⅴプロジェクト
■工事場所：千葉県八千代市大和田新田－３
■発　注　者：八千代４ロジスティック特定目的会社
■設　計　者：（意匠・設備）東急建設株式会社一級建築士事務所

（構造）デロイト・トーマツＰＲＳ株式会社一級建築士
事務所

■施　工　者：東急建設株式会社
■敷地面積：，．㎡
■建築面積：，．㎡
■延床面積：，．㎡
■構　　造：ＲＣ造（ＰＣａ）、一部Ｓ造
■階　　数：５階
■工　　期：年９月日～年３月日
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　ＧＬＰ　八千代Ⅴは、工場や倉庫が立ち並ぶ工業団地内にありながら
も、建物ボリュームが他の建物に対してかなり大きいため、その周辺環
境に調和するようシンプルなデザインを意識しました。
　外観デザインでは、ＧＬＰのデザインコードの一つでもある横連窓と、
モノトーンでまとめた外壁パネルの配色により、全周にわたって水平ラ
インを強調することを意図しました。
　一方で内装デザインは、１階エントランスホールの壁面に木質の曲面
パネルを採用したり、各所にアクセントカラーとなる部分を設けたりす
るなど、外観とは対照的な温かみのある空間を目指しました。
　平面計画は、テナント区画にフレキシビリティを持たせるため倉庫エ
リアを中央に配置し、コアは両端にまとめました。また、トラックバー
スからアクセスのよい位置にドライバー専用のトイレ、喫煙室を集約さ
せています。
　施設内でのリフレッシュを目的として、東西に各一カ所ずつ休憩ス
ペースを設置しています。特に食事のできるカフェテリアは眺望の良い
東側最上階に設けており、筑波山をはじめとした豊かな自然が一望でき
ます。夏には市内の花火大会を楽しめるなど、地域の特色を感じられる
建物となっています。
　東急建設株式会社一級建築士事務所

設計統括部建築設計第二部　建築設計第一グループ　石千絵
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　千葉県八千代市で開発を進めてきました先進的物流施設「ＧＬＰ
　八千代Ⅴ」が竣工を迎えることができました。物流サービスを提
供する株式会社ダイワコーポレーション（東京都品川区、曽根和光
社長）が千葉県における旗艦施設として、一棟全体を利用する予定
です。本物件は、八千代市の中央にある工業団地エリアの中心に位
置しており、東関東自動車道をはじめ、圏央道（首都圏中央連絡自
動車道）、常磐自動車道、京葉道路に囲まれた場所に立地します。
県道号線や国道号線といった幹線道路からのアクセスルート
上にあり、広域配送とエリア配送のどちらにも対応可能な物流適地
にあります。

　延べ万㎡を超える施設は、八千代エリアでは希少なダブルラン
プウェイを備えています。小分割区画の設定を可能としており、全
区画に電動シャッターを導入するなど、カスタマーニーズを反映さ
せています。免震構造を採用することで企業の事業継続性もサポー
トします。また、庫内への空調用ファンやカフェテリアを設置し快
適な就労環境を整え、環境面でもCASBEE Aランク（新築）認証
を取得予定のほか、BELS 6Star認証およびZEB-Ready認証を取得
し、環境負荷低減に配慮した最新鋭の施設となっています。
　日本ＧＬＰは、八千代市において「ＧＬＰ　八千代」「ＧＬＰ　八
千代Ⅱ」「ＧＬＰ　八千代Ⅳ」の３棟の施設が稼働中のほか、さら
に「ＧＬＰ　八千代Ⅵ」の開発を進めています（「ＧＬＰ　八千代Ⅲ」
は売却済み）。今回のプロジェクトは、「ＧＬＰ　八千代Ⅳ」に隣
接し、敷地を最大限に利用した、既存建物の建て替えとなりました。
ダイワコーポレーションのニーズと敷地の特性を踏まえて、建物の
デザイン、構造、設備を設計しました。また、既存建物の解体にお
いては、入居企業のオペレーションが中断することのないよう、工
事工程を複数の工区に分割することで段階的な退去と施設の明け渡
しを実現しました。
　当社は引き続き、最適な物流オペレーションを実現する施設の開
発・運用を通して、カスタマー企業の物流戦略をサポートしながら、
地域経済の持続的な発展に貢献していきたいと考えています。
　※日本ＧＬＰ株式会社は、アレス・マネジメント・コーポレーシ
ョン（ニューヨーク証券取引所：ＡＲＥＳ）の一部であり、同社代
表取締役社長の帖佐義之は、Partner and Head of Japan Real Esta
te at Ares Managementを務めています。


